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れは IJL の産出とどう異なるか。 
研究課題 2 CJLにおける単漢字和語動詞の理解は語彙カテゴリーによって異なるか。そ
れは IJL の理解とどう異なるか。 
研究課題 3 理解されている単漢字和語動詞を、CJL は IJL より容易に産出するか。語彙
カテゴリーによって異なるか。 
研究課題 4 単漢字和語動詞の産出は CJL の習熟度によって異なるか。それは語彙カテ
ゴリーによってどう異なるか。 





表記和語動詞の産出に CJL の L1漢字知識による影響を検討するため、従来の理解に焦点を
当てる日中語彙の分類と異なり、産出過程と CJLの L1 漢字知識の活用という二点を考慮し
分類を行った。すなわち、日本語の単漢字和語動詞と中国語の漢字との対応関係を「同形語」、
「同形形態素」、「非同形漢字」に分類した。 








第 7 章では、単漢字和語動詞の習得における L1 漢字知識の影響を明らかにするために、
日本語習熟度が同程度である CJL と IJL を対象に、産出テストと理解テストを用いて、産
出、理解、理解語彙の産出難易度における L1漢字知識の影響を検討した。産出テストでは、
各語彙カテゴリーにおいて、CJL と IJL を比較すると、「同根語」と「同根形態素」におい














カテゴリーにおいても、理解度に差がなかった。また、語彙カテゴリー別に CJL と IJL を比
較した結果、「同根語」と「同根形態素」では、CJLは IJLより理解度が有意に高かったが、




















では L1 漢字知識の影響によって CJL は IJL より容易に産出できるが、「非同根漢字」では
CJLは IJLより産出に困難があることを示唆されている。 

































及び習得における L1 漢字知識の影響を明らかにしたことによって、CJL における漢字
語彙習得の全体像を見ることができると考える。また、本研究では、CJL の L1 漢字知
識を検証するため、アルファベット表記で、なおかつ中国語と同様に動詞活用のない IJL












要がある。また、CJL と IJL ともに見られる産出上の問題点として、既習語彙の類義語
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